
七シ

このたび弊社製品､八つi JILl碇1 うLJ 00mg

使用上の注意』 その他｣及び『 の｢及び同2 00 につきまして､町 の｢ ､ 非臨床試験』 毒性 mg

.l 新l唾J (いたしますので､ご案内申し上げます｡ ｣の項を下記のとおり改訂旧 

7 動物実鼓 (肋芸大)で関節異常か認め上 7) その他 動物実襲 (幼芸大)で関節異常か認められて () その他

の いるoまた＼動物実験 (イヌ られて

注 宿＼ ヽ ､ラ､ソト)で大量投与により イヌの精巣及び精巣上体の萎憲 ラットの精細管の挙措か認められているo いるo

(1112))急喜亜急性毒性性性毒性 (1)毒性))急性毒性12 亜急性及び侵性苛性

ラ､ソトに250＼500＼ 1,000mg/kg/Ejを′一カ月間 ラ､ソトにノルプロキサ5 /
及びビークル犬に50､100＼ 200ms/k8/ ン250＼500＼ 1,000mg

非 白を5週 /kB/日を1カ月間及び125＼250＼500mg/kB/Ej

床 3)間経口投与した試険で＼E]慢性毒性特記すべき異常は認められなかった○ビークル犬200mg/k/投与群の精巣及び精巣上体の萎縮か認められた以外＼ g を 6カ月間経口投与した岳栗＼いすれも死亡例はなく＼また＼ノルプロキサシンによると考えられる異常は認められなかった○mビークル犬にノルプロキサシンk/jを5 55＼00-50100112g/BE 週間及び2＼01 2 (＼00＼カ月00
ラットに1 25､250＼500mg/kg/


試 びピ-ブル犬に25＼50＼100- 日を6カ月聞及


日より増等) プロキサシンに mB/kg/E]を13カ月間経口授与した結果＼いすれも死亡例はなく＼また＼ノル級 り増量) mg//00m/3 200(11ヵ月目よ鼓で＼ラ､ソトkg5白をg1kg/カ月間経口投与した試

3られなかった0よると考えられる異常は認め )特殊蔓性


